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7 月 17 日午後、豪雨災害で水損した学校文書を 

広島大学文書館が受け入れます 
 

  

7月 6日から 7日にかけて広島県など西日本を襲った記録的な豪雨災害により

冠水した広島市安佐北区の深川小学校では、学校文書が水損しました。広島市公

文書館の支援要請を受けた広島県立文書館からこのたび「災害等の発生に伴う

史・資料保護に関する相互協力協定」に基づき、広島大学に協力要請がありまし

た。 

 

 これを受けて広島大学文書館は被災資料の受け入れと、応急の修復措置を実施

することになりました。同協定に基づく被災文書の受け入れは今回が初めてです。 

 

 資料は 7 月 17 日（火）14 時半から 15 時ごろに、広島県立文書館から車で

広島大学東広島キャンパスの北地区エネルギーセンターに搬入される予定です。 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

担当： 

広島大学75年史編纂室（広島大学文書館内） 

准教授 石田 雅春（いしだ まさはる） 

電話 082-424-6050(代)・5120(直) 

広報担当： 

広島大学財務・総務室広報部広報グループ 

TEL：082-424-3749 FAX：082-424-6040 

  E-mail：koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

発信枚数：Ａ４版 1 枚（本票含む） 
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文部科学記者会、科学記者会、 
広島大学関係報道機関 


